
２
０
１
５
年
度
大
学

入
試
シ
ー
ズ
ン
を
終
え

た
。
少
子
化
で
各
大
学

が
軒
並
み
志
願
者
数
を
減
ら
す
中
、

私
立
大
学
一
般
入
試
の
志
願
者
数

で
近
畿
大
学
は
昨
年
比
で
驚
異
の

７
千
人
増
、
２
年
連
続
で
全
国
１

位
と
な
っ
た
▼
近
畿
大
学
の
広
報

戦
略
に
注
目
し
た
教
育
情
報
会
社

「
大
学
通
信
」
の
分
析
を
紹
介
す

る
形
で
、
毎
日
新
聞
３
月
５
日
付

け
紙
面
は
「
マ
グ
ロ
戦
略
浸
透
」

の
見
出
し
で
関
連
記
事
を
掲
載
し

た
。
「
従
来
、
大
学
の
広
報
は
高

校
や
受
験
生
、
保
護
者
向
け
だ
っ

た
。
近
畿
大
学
は
『
近
大
（
養
殖
）

マ
グ
ロ
』
の
料
理
店
や
カ
ッ
プ
麺

の
開
発
な
ど
を
次
々
と
手
掛
け
、

一
般
の
人
に
も
大
学
名
を
浸
透
さ

せ
た
」
と
分
析
評
価
し
た
▼
本
紙

『
蒼
雲
』
は
単
に
三
刀
屋
高
校
の

名
を
売
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い

が
、
生
徒
・
保
護
者
の
み
な
ら
ず
、

地
域
一
般
の
方
々
に
も
広
く
読
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
を
意
識
し
た
紙

面
作
り
を
心
が
け
て
い
る
。
そ
う

し
た
点
に
お
い
て
は
近
大
広
報
戦

略
に
共
通
す
る
思
い
が
あ
る
。

「
学
校
作
り
が
地
域
作
り
」
に
つ

な
が
り
、
地
域
か
ら
の
信
頼
と
支

援
が
学
校
作
り
に
一
層
欠
か
せ
な

い
時
代
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
▼

た
だ
、
『
蒼
雲
』
は
学
校
状
況
を

外
に
伝
え
る
手
段
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
生
徒
お
よ
び
教
職
員
が
自

分
の
立
ち
位
置
を
再
確
認
し
、
自

分
が
進
む
方
向
を
模
索
す
る
手
段

と
も
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
そ
し
て
地
域
に
育
て

て
い
た
だ
く
三
高
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
『
蒼
雲
』
を
め
ざ
し
た
い
。

（１）第94号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）4月17日(金)
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如己愛人

つながろう三高
つながろう雲南

夢を語ろう

三高で！

君の夢を叶え る

島 根 全 県 区 の

三刀屋高校で す
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― 平成27年度 ―

三
高
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
ト
す
る
『
蒼
雲
』

▼
皆
さ
ん
が
想
像
す
る
以
上
に
、

地
域
の
方
々
は
皆
さ
ん
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

▼
実
際
の
働
く
場
は
地
味
な
仕
事
の
連
続
で
す
が
、
意
味
の
な
い
無
駄

な
仕
事
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
誰
か
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事

ば
か
り
で
す
。
目
の
前
に
あ
る
毎
日
の
課
題
も
同
じ
で
、
勉
学
に
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

※昨年度1年生の「地
域産業研究実習(事業
所インターンシップ)」

発表会での言葉から

教員生徒

新入生歓迎

の言葉に代えて

総合学科12期13 6名
雲南市内外13中学校から入学

８
日
の
着
任
式
・
始
業
式
に
続
き
、
９
日
は
午
前
10
時
半
か
ら
入
学

式
を
挙
行
し
、
新
入
生
１
３
６
名
が
三
高
の
学
び
舎
に
仲
間
入
り
し
ま

し
た
。
募
集
定
員
が
一
学
級
40
名
の
減
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
教
員
も
３

年
間
で
段
階
を
追
っ
て
数
名
ず
つ
の
減
員
と
な
り
ま
す
が
、
総
合
学
科

と
し
て
の
少
人
数
教
育
の
実
を
あ
げ
る
た
め
、
今
年
度
１
年
生
は
従
来

と
同
じ
く
５
ク
ラ
ス
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今号は、4月10日分
までの内容で構成し
ています。

ダ
ブ
ル
一
面 雲南市40,850人

(平成27年3月末現在)

↑
入
学
許
可
、

校
長
式
辞
に
続

く
新
入
生
代
表

宣
誓
は
勝
部
佑

一
さ
ん
。

来
週
は
２
泊
３
日
の
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

入
学
式
で
は
学
校
後
援
会
会
長

の
速
水
雄
一
雲
南
市
長
様
（
代
理

／
藤
井
勤
雲
南
副
市
長
様
）
を
は

じ
め
来
賓
多
数
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

入
学
許
可
、
校
長
式
辞
に
続
き
、

新
入
生
を
代
表
し
て
勝
部
佑
一
さ

ん
が
「
新
し
い
仲
間
と
と
も
に
将

来
の
夢
や
目
標
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
、
日
々
の
学
習
や
部
活
動
等

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
悔
い
の

な
い
３
年
間
を
送
り
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

今
週
ま
で
は
各
種
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
検
診
も
続
き
、
落
ち
着

い
た
学
校
生
活
に
は
今
し
ば
ら
く

時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
来
週
末
に
は
さ
っ
そ
く
三
瓶

青
少
年
交
流
の
家
で
２
泊
３
日
の

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
も
実

施
さ
れ
ま
す
。
徐
々
に
三
高
生
ら

し
い
顔
と
な
っ
て
く
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

↑入学式後の対面式（壇上の新入生代

表挨拶は難波航平さん、在校生代表は
昨年度後期生徒会長の上田航平さん）

三刀屋高校第68回 入学式 (4月9日10:30開式)

学校だより

第94号



第１学年 第２学年 第３学年 総

計１組 ２組 ３組 ４組 ５組 計 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 計 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 計

男子 13 13 12 12 12 62 13 13 13 13 11 63 13 13 15 15 21 77 202

女子 14 14 14 16 16 74 14 14 14 17 19 78 12 13 23 23 17 88 240

計 27 27 26 28 28 136 27 27 27 30 30 141 25 26 38 38 38 165 442

正担 仲西 細木 山崎 米田 岡田 今田 油布
周藤

友

森脇

崇
石橋 多田 持田 竹崎 登城 柿田

副担 宇山
田中

稔
河野 片山 大島 狩野 須田 花岡 野々村 長岡

田中

大
土居 三嶋 験馬 藤原

学年

付
角田、保科、岸本、多岐、マイア 森脇孝、日比野、林伸、和田、安食 林奈、児島、周藤豊、松林、曽田

平成２７年度在籍生徒数（本日現在）

１年 正担任 教科 常駐職員室 副担任 教科 常駐職員室

１組 仲西邦弘 英語 総合学科企画室 宇山英希 芸術(音) 音楽レッスン室

２組 細木竜次 保健体育 職員室 田中稔子 英語 保健室

３組 山崎隆宏 数学 職員室 河野哲典 理科(化) 職員室

４組 米田大祐 国語 総合学科企画室 片山 誠 理科(生) 職員室

５組 岡田 正 地歴公民 進路指導室 大島英生 数学 職員室

【 校務分掌の主任 】

総務部長 …土居忠彦

教務部長 …藤原泰樹

生徒指導部長 …松林 宏

進路指導部長 …験馬敦史

保健部長 …三嶋 広

図書・人権・

同和教育部長 …森脇孝子

１年学年主任 …仲西邦弘

２年学年主任 …石橋一美

３年学年主任 …多田昌導

学年主任：仲西邦弘（１組担任）

校 長 … 恩田佳雄

教 頭 … 新宮成浩

事務長 … 大塚 昭

2015年（平成27年）4月17日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第94号（２）

ＡＥＤ
設置場所

・野球部室

・体育館入口の外

・職員玄関の外

○飲料自販機 生徒昇降口

○パン自販機 体育館前

○公衆電話 職員室前

体育館前

三刀屋城址からのぞむ春の三高



日
一
日
と
春
の
躍
動
が
感
じ

ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
春
爛
慢
の
本
日
、
三
刀

屋
高
等
学
校
後
援
会
会
長
・
雲

南
市
長
様
、
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

様
を
始
め
、
多
数
の
ご
来
賓
の

皆
様
、
並
び
に
保
護
者
の
ご
臨

席
の
も
と
に
、
平
成
27
年
度
第

68
回
入
学
式
を
こ
の
よ
う
に
盛

大
に
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
喜
ば
し
く
、
高
い
と

こ
ろ
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
た
だ
今
入
学
を
許
可

し
ま
し
た
１
３
６
名
の
新
入
生

の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
。

そ
し
て
、
よ
う
こ
そ
、
三
刀
屋

高
校
へ
、
心
か
ら
歓
迎
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者

の
皆
様
、
お
子
さ
ま
の
ご
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
は
、
大
正
13
年
４
月
17

日
に
地
域
の
熱
い
願
い
に
応
え

る
形
で
、
島
根
県
で
５
番
目
の

５
年
制
の
島
根
県
立
三
刀
屋
中

学
校
と
し
て
開
校
し
、
昨
年
、

創
立
90
周
年
の
節
目
の
年
を
迎

え
た
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
学
校

で
す
。

昭
和
５
年
に
「
誠
実
・
剛
健
」

の
気
風
と
、
「
礼
儀
と
規
律
」

を
重
ん
じ
、
「
勤
労
と
勉
励
」

を
尊
重
す
る
校
訓
が
制
定
さ
れ
、

そ
れ
以
来
、
生
徒
と
教
職
員
が

一
体
と
な
り
、
こ
の
実
践
に
精

進
と
努
力
が
重
ね
ら
れ
、
今
日

の
校
風
が
醸
成
さ
れ
、
多
く
の

有
為
な
人
材
を
世
に
送
り
出
し

て
き
ま
し
た
。
平
成
16
年
に
は

普
通
科
か
ら
総
合
学
科
へ
改
編

を
行
い
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実

践
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
一
昨

年
の
２
月
に
は
、
「
キ
ャ
リ
ア

教
育
優
良
校
」
と
し
て
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

地
域
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
研
修
旅

行
、
課
題
研
究
な
ど
、
三
刀
屋

高
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
高
く

評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
刀
屋
高
校
の
総
合
学
科
は
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
知
識
や

技
能
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
判

断
力
や
思
考
力
、
表
現
力
や
問

題
発
見
・
解
決
力
を
習
得
し
な

が
ら
、
「
学
ぶ
」
こ
と
と
「
生

き
て
い
く
こ
と
・
働
く
こ
と
」

と
を
結
び
つ
け
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
よ
う
こ

そ
総
合
学
科
へ
。
総
合
学
科
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
皆
さ
ん
の

持
っ
て
い
る
力
を
引
き
出
し
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
と
し

て
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

早
速
、
４
月
23
日
か
ら
は
２
泊

３
日
で
、
三
瓶
山
で
「
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。
期
待
し
て
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

三
刀
屋
高
校
の
正
面
玄
関
前
、

記
念
館
の
蒼
雲
館
の
横
に
は
高

さ
25
ｍ
に
も
な
る
ユ
リ
の
木
が

あ
り
ま
す
。
晩
秋
に
な
る
と
、

鮮
や
か
な
赤
や
黄
色
の
彩
り
が

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
ユ
リ
の
木
は
、
旧
制
三
刀

屋
中
学
開
校
時
に
す
で
に
植
え

ら
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
90
年
も
の
長

き
に
わ
た
り
、
夏
の
暑
さ
や
冬

の
寒
さ
に
耐
え
、
強
く
た
く
ま

し
く
、
旧
制
三
刀
屋
中
学
と
新

制
三
刀
屋
高
校
の
生
徒
た
ち
を

見
守
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ユ

リ
の
木
の
下
に
立
つ
と
、
風
雨

に
も
び
く
と
も
し
な
い
強
さ
と

冬
の
冷
た
い
風
に
も
負
け
な
い

た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
地

上
か
ら
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
き
っ

と
こ
の
木
を
支
え
て
い
る
「
根
っ

こ
」
が
水
分
や
栄
養
を
し
っ
か

り
と
吸
収
し
、
幹
や
枝
を
支
え

て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

人
の
歩
む
道
を
考
え
る
と
き
、

「
根
っ
こ
」
を
し
っ
か
り
と
張

る
と
き
は
人
生
の
い
つ
の
時
期

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
高
校
時

代
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

丈
夫
な
「
根
っ

こ
」
が
あ
れ
ば
、

丈
夫
な
幹
と
な

り
、
春
に
な
れ

ば
青
々
と
生
い

茂
り
、
花
を
咲

か
せ
ま
す
。

高
校
時
代
は

丈
夫
な
「
根
っ

こ
」
を
張
る
時
代
だ
と
思
っ
て

く
だ
さ
い
。
詩
人
で
書
家
の
相

田
み
つ
を
は
こ
う
詩
を
詠
ん
で

い
ま
す
。
「
花
を
支
え
る
枝

枝
を
支
え
る
幹

幹
を
支
え
る

根

根
は
見
え
ね
ん
だ
な
あ
」

さ
ぁ
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
、

幹
を
支
え
、
枝
を
支
え
、
花
を

支
え
る
「
根
っ
こ
」
を
三
刀
屋

高
校
で
深
く
し
っ
か
り
と
張
ろ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
健
闘

祈
り
ま
す

Go
f
or

i
t!

平
成
27
年
４
月
９
日

島
根
県
立
三
刀
屋
高
等
学
校
長

恩
田

佳
雄

平成26年度合格状況(延人数)

主な合格先
(過年度卒含む、数字は延数)

■国公立大学
東京大、茨城大、大阪教育大、島根大6、

広島大3、岡山大、鳥取大3、香川大、愛媛大2、高知
大、徳島大、宮崎大、兵庫県立大2

島根県立大5、岡山県立大、広島市立大、県立広島大

高知工科大、福岡県立大、熊本県立大
■私立大学

早稲田大、青山学院大、同志社大、関西大、立命館大
龍谷大、近畿大、鈴鹿医療大、神戸学院大、美作大

岡山理科大、福山大、比治山大、広島修道大
広島国際大、広島国際学院大、安田女子大 ほか

■公私立短大

神戸女子短大、島根県立大短大部10、新見公立短大
川崎医療短大、鳥取短大、比治山大短大部、美作短大

安田女子短大、山口短大 ほか
■看護専門学校

岡山医療福祉専門学校、広島県立三次看護専門学校

浜田医療センター付属看護学校、島根県立石見高等看
護学院、出雲医療看護専門学校、松江医療看護専門学

校 ほか
■上記以外の医療系専門学校

島根県歯科技術専門学校、出雲医療看護専門学校
神戸医療福祉専門学校、島根リハビリテーション学院

日本歯科学院専門学校

■医療系以外の専門学校
高津理美容専門学校、辻調理師専門学校、大阪航空専

門学校、松江理容美容専門学校、松江栄養調理製菓専
門学校、松江総合ビジネスカレッジ、山陰中央専門大

学校 ほか
■就職内定先

クシロブレーキ(株)、(株)丸合、(株)出雲たかはし

(株)出雲村田製作所3、(株)やまもと、(株)ウシオ
島根イーグル(株)2、(株)マルマン、ＳＷＳ西日本

(株)東急イン、東洋製鉄(株)出雲仁多工場、
玉造温泉 長楽園、(有)皆生つるや

■公務員

島根県警、自衛隊2

国公立
大学

私立
大学

公立
短大

私立
短大

医療系
専門

各種
専門

補習科
民間
就職

公務員大学校 合計

現役 29 52 13 9 21 28 3 17 3 0 175

過卒 6 8 0 0 0 0 0 0 0 0 14

合計 35 60 13 9 21 28 3 17 3 0 189

（３）94号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）4月17日(金)

▼
県
立
大
で
三
高
卒
業
生
が
新
入
生
代
表
宣
誓

今
春
本
校
を
卒
業
し
た
皆
さ
ん
も
、
上
級
学
校
や
職
場
等

で
新
た
な
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス(

総
合
政
策

学
部)

で
行
わ
れ
た
入
学
式
で
は
、
今
春
卒
業
生
の
富
田
早
貴

さ
ん
が
新
入
生
を
代
表
し
て
宣
誓
し
ま
し
た
。

校
長
式
辞

三
刀
屋
高
校
第
68
回
入
学
式

玄関前のユリの木(秋)

▼
雲
南
分
教
室
10
名
で
ス
タ
ー
ト

本
紙
第
92
号
で
紹
介
し
た
県
立
出
雲
養
護
学
校
雲
南
分
教

室
（
高
等
部
）
の
設
置
式
と
入
学
式
が
４
月
７
日
に
あ
り
ま

し
た
。
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
初
年
度
は
新
入
生
７
名
の

ほ
か
、
松
江
養
護
学
校
と
出
雲
養
護
学
校
に
通
っ
て
い
た
３

名
の
皆
さ
ん
が
２
年
生
と
し
て
入
校
し
、
10
名
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。
同
世
代
の
、
地
域
に
根
差
し
た
新
た
な

交
流
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。



進
路
目
標
と
学
習
へ
の
意
識
を
高
め
た
１
年
間

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ふ
り
返
り

１
年
「
産
業
社
会
と
人
間
（
略
称
／
産
社
）
」

（
１
年
女
子
）

「
産
社
」
の
授
業
は
、
普
段
の
教

科
書
を
使
っ
て
の
勉
強
と
は
違
い
、

「
自
分
で
問
題
を
考
え
て
自
分
で

自
分
だ
け
の
答
え
を
探
す
こ
と
」

だ
と
、
今
振
り
返
っ
て
み
て
思
い

ま
し
た
。
物
事
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
は
難
し
く
て
、
一
番
重
要
な

の
は
、
最
初
に
考
え
る
こ
と
を
設

定
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
が
一
番
反
省
し
て
い
る
こ
と

は
、
地
域
産
業
研
究
実
習(

事
業

所
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ)

で
課
題

を
し
っ
か
り
考
え
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
実
習
前
の
調
べ
学
習
で
は
、

課
題
は
適
当
で
も
や
る
こ
と
だ
け

や
っ
て
お
け
ば
い
い
や
、
と
い
う

気
持
ち
で
し
た
。
で
も
、
実
習
中

※
「
産
業
社
会
と
人
間
」
は
、
全
国
の
総
合
学
科
で
入
学
年
次
に

履
修
す
る
科
目
で
す
が
、
実
際
の
授
業
内
容
は
学
校
ご
と
に
全
く

異
な
り
ま
す
。
本
校
で
は
、
総
合
学
科
３
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
「
地
域
産
業
研
究
」
を
柱
と
し
て
展
開
し
、
１
年
次
の
「
産
業

社
会
と
人
間
」
の
時
間
に
は
仕
事
調
べ
や
、
自
分
の
進
路
目
標
に

関
連
し
た
雲
南
市
内
の
職
種
別
状
況
調
査
な
ど
に
取
り
組
み
、
秋

に
は
３
日
間
の
「
地
域
産
業
研
究
実
習
」(

事
業
所
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ)

も
実
施
し
ま
す
。

や
実
習
後
、
課
題
の
内
容
が
浅
す

ぎ
て
、
ま
ち
め
る
の
が
大
変
で
し

た
。
何
を
中
心
に
ま
と
め
る
か
考

え
た
と
き
に
、
頼
り
に
で
き
る
も

の
が
な
く
て
す
ご
く
困
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
一
番
は
じ
め

の
課
題
設
定
は
と
て
も
大
切
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
課

題
設
定
は
「
産
社
」
だ
け
で
な
く

勉
強
や
部
活
を
す
る
上
で
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
勉
強
面
で
は

「
何
点
以
上
」
と
い
う
目
標
を
立

て
る
こ
と
で
意
識
が
上
が
り
、
や

る
気
が
出
る
し
、
部
活
面
で
は
た

だ
練
習
す
る
だ
け
だ
と
意
味
が
な

い
の
で
、
小
さ
な
こ
と
で
も
目
的

や
目
標
を
設
定
し
て
、
意
味
の
あ

る
練
習
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

勉
強
の
面
で
特
に
活
用
し
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
マ
ッ
ピ

ン
グ
で
す
。
こ
の
前
、
現
代
社
会

の
授
業
で
内
容
を
ま
と
め
る
と
き

に
利
用
し
て
、
と
て
も
分
か
り
や

す
く
て
、
こ
の
よ
う
な
使
い
方
が

教
頭

新
宮

成
浩

こ
の
事
業
は
３
年
間
の
実
施
期

間
が
あ
り
、
平
成
26
年
度
は
中
間

年
で
し
た
。
初
年
度
は
「
高
校
を

拠
点
に
小
中
高
と
地
域
が
連
携
し

た
、
『
地
域
ぐ
る
み
で
人
材
を
育

て
る
』
キ
ャ
リ
ア
教
育
モ
デ
ル
の

創
出
」
を
事
業
目
的
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
２
年
目
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
「
小
・
中
学
校
と
高
等
学

校
の
学
校
間
及
び
学
校
・
地
域
間

の
連
携
を
強
化
し
、
『
地
域
ぐ
る

み
で
人
材
を
育
て
る
』
キ
ャ
リ
ア

教
育
モ
デ
ル
の
創
出
」
と
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
高

校
主
導
で
は
な
く
、
地
域
つ
ま
り

雲
南
市
が
主
体
と
な
っ
て
各
種
事

業
を
企
画
・
展
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

本
校
は
平
成
16
年
の
総
合
学
科

創
設
以
来
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
に

力
を
入
れ
、
地
域
の
方
々
や
保
護

者
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
、
平
成
25
年
に
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

総
合
学
科
卒
業
生
か
ら
も
非
常
に

高
い
評
価
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
な
お
、
学
校
の
取
り
組

み
が
地
域
に
知
れ
渡
っ
て
い
る
か

と
言
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
情
報
発
信
・

交
流
に
改
善
の
余
地
を
残
し
、

「
県
立
の
学
校
だ
か
ら
市
町
村
と

は
…
」
と
い
う
消
極
的
な
声
も
な

い
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
度
は
雲
南
市
教

育
委
員
会
を
事
務
局
と
し
て
新
た

な
取
り
組
み
が
多
く
行
わ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
本
校
の
地
域
で
の
位

置
づ
け
も
明
瞭
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
「
自
分
を
つ
く

る
楽
校
」
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
の
前
号
で

周
藤
会
長
が
触
れ
て
お
ら
れ
ま
す

の
で
重
複
は
避
け
ま
す
が
、
参
加

し
た
生
徒
た
ち
は
「
自
分
ら
し
さ
」

や
「
価
値
観
」
「
将
来
」
に
つ
い

て
多
く
の
刺
激
を
受
け
、
こ
の
地

域
で
育
つ
若
者
と
し
て
の
人
間
的

成
長
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
本
校

三
高
総
合
学
科

で
も
、
昨
年
度
は
「
地
域
」
に
こ

れ
ま
で
以
上
に
目
を
向
け
、
「
地

域
の
強
み
」
の
再
発
見
と
「
地
域

課
題
」
の
解
決
と
い
う
目
標
の
下

に
各
種
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
再
構

築
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
も
よ
り
強
固
に
な
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
幼
児
期
か
ら

高
校
期
を
貫
く
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
も
進
ん
で
い
ま

す
。「

キ
ャ
リ
ア
」
と
は
「
轍(

わ

だ
ち)

」
つ
ま
り
馬
車
の
車
輪
の

跡
を
言
い
ま
す
が
、
誰
か
と
と
も

に
、
何
か
を
載
せ
て
進
む
の
が
馬

車
の
目
的
で
し
ょ
う
。
自
分
一
人

の
道
を
行
く
な
ら
馬
車
で
な
く
て

十
分
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
自

分
と
地
域
・
ふ
る
さ
と
と
の
つ
な

が
り
を
深
く
感
じ
て
、
社
会
貢
献

で
き
る
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
本
モ
デ
ル
事
業
が
、
島

根
県
全
域
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
参

考
に
な
る
よ
う
、
今
年
度
も
各
方

面
と
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、

※
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報

３
月
発
行
第
82

号
を
元
に
構
成

地域でつなぐキャリア教育モデル事業実践校
―平成25～27年度の3年間―

総合学科の聖地：大講義室（写真は3月24日の「合格体験を語る会」）

生徒の声

で
き
る
の
だ
な
ぁ
と
思
い
、
今
後

も
ノ
ー
ト
整
理
な
ど
で
活
用
し
た

い
で
す
。

一
年
間
の
「
産
社
」
で
一
番
学

べ
た
こ
と
は
「
考
え
る
こ
と
の
大

切
さ
」
で
す
。
こ
の
一
年
間
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

自分をつくる楽校

東京研修

本
校
か
ら
は
４
名
が
初
参
加

平成26年度のキャ
リア教育について
は、3月24日発行の
進路だよりをご参
照ください。

2012年4月、東京在住の若手社会

人を中心に「アラーレ」が結成され

ました。一足先に社会に出た様々な

業界業種で働く若手社会人メンバー

が、全国の中学・高校生を対象に出

張授業を展開しています。

昨年６月に雲南市でスタートした

月一回土曜日開催の「自分をつくる

楽校」にも、毎回アラーレの20名前

後の皆さんが東京から駆け付け、中

高生に仕事や社会の多様性を伝え、

自分らしい生き方を見つけるきっか

け作りの場を提供してくださいまし

た。

2015年（平成27年）4月17日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第94号（４）

「アラーレ」は自分たちの生き様や価
値観を互いに自由に発信し合える場を
作ろうと、哲学者ハンナ・アーレント
が提唱した「現れの場」という概念に
なぞらえて立ち上がった団体です。

3月27日夕方出発
3月30日夜帰着

全国高校生マイプロジェクトアワード

地域やコミュニティの課題

解決に取り組む「マイプロジェ

クト」に挑戦してきた高校生

が全国から集まって発表しま

した。本校からも４名が参加

し、雲南市教育委員会の皆様

に引率していただきました。



な
ぜ
、
枝
垂
桜
の
枝
は
枝
垂
れ
る
の
で
す
か
？

し
だ
れ
ざ
く
ら

（
小
学
生
か
ら
の
質
問
に
、
サ
ク
ラ
守
り
の
遠
田
さ
ん
が
回
答
さ
れ
た
記
事
で
す
）

Ａ
．
普
通
、
桜
の
枝
は
上
の
方
へ
向
か
っ
て

伸
び
ま
す
が
、
枝
垂
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
野
生
種
の
桜
の
突
然
変
異
に
よ
っ
て
、

枝
が
下
の
方
向
に
伸
び
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
で
す
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
枝
が
下
の
方
向
へ
伸
び
る

の
か
で
す
が
、
そ
れ
に
は
植
物
ホ
ル
モ
ン
の

「
ジ
ベ
レ
リ
ン
」
の
量
が
影
響
し
て
い
て
、

枝
垂
桜
は
枝
が
成
長
す
る
過
程
で
、
縦
方
向

へ
は
良
く
伸
び
ま
す
が
、
横
方
向
（
太
る
）

Ｑ
．

へ
は
ジ
ベ
レ
リ
ン
の
供
給
不
足
に
よ
り
枝
が

太
ら
な
い
た
め
、
細
長
い
枝
が
で
き
、
自
分

の
重
さ
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
枝
が
枝

垂
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

（
雲
南
市
報
２
０
１
３
年
２

月
第
99
号
よ
り
転
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
）

田部長右衛門氏から贈られた三高の枝垂桜 ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

＜女子２回戦＞

TEAM １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

三刀屋 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ２

奈良女子 ０ ０ ４ ０ ０ ３ × ７

第
33
回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

先
制
す
る
も
初
戦
突
破
な
ら
ず

２
回
戦
か
ら
登
場
の
三
刀
屋
の

対
戦
相
手
は
、
前
日
の
１
回
戦
で

完
全
試
合
（
５
回
コ
ー
ル
ド
参
考

記
録
）
を
演
じ
て
勢
い
づ
く
奈
良

女
子
高
校
。
三
刀
屋
は
２
回
に
ノ
ー

ア
ウ
ト
か
ら
青
木
真
衣
子
さ
ん

（
新
２
年
）
が
二
塁
打
で
出
塁
す

る
と
、
内
野
ゴ
ロ
の
間
に
三
塁
へ

進
み
、
こ
こ
で
主
将
の
古
田
夏
帆

さ
ん
（
新
３
年
）
が
セ
ン
タ
ー
前

ヒ
ッ
ト
を
放
っ
て
１
点
を
先
制
。

３
回
裏
に
は
エ
ラ
ー
が
ら
み
で
４

点
を
献
上
し
た
も
の
の
、
続
く
４

回
に
は
青
木
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ラ
ン

で
２
点
差
に
詰
め
寄
る
展
開
に
期

待
が
膨
ら
ん
だ
が
、
終
盤
に
追
加

点
を
許
し
、
惜
し
く
も
初
戦
突
破

は
な
ら
な
か
っ
た
。

強打線相手に好投の安原さん（左、新３年）

（
３
／
19
、
宇
部
市
）

少
林
寺
拳
法

社
会
体
育
で
少
林
寺
拳
法
を
続

け
る
門
脇
宥
紀
菜
さ
ん
（
新
２
年
）

が
、
香
川
県
の
丸
亀
市
で
開
催
さ

れ
た
全
国
大
会
に
島
根
県
代
表
と

し
て
参
加
し
、
女
子
自
由
単
独
演

武
に
出
場
し
た
（
写
真
）
。
ベ
ス

ト
16
に
よ
る
決
勝
進
出
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
大
き
な
経
験
と
刺
激

に
な
っ
た
。
今
後
に
つ
な
げ
て
も

ら
い
た
い
。

少
林
寺
拳
法
は
昨
年
度
か
ら
夏

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
競
技
に
も
加
え

ら
れ
、
関
係
者
は
今
後
の
競
技
人

口
の
拡
大
を
期
待
し
て
い
る
。

野

球
雲
南
リ
ー
グ

（
３
／
28
、
三
刀
屋
高
校
）

優
勝

三
刀
屋
８
‐
２
大
東

三
刀
屋
12
‐
２
飯
南

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
18
回
全
国
高
校
選
抜
大
会

（
３
／
21
、
丸
亀
市
）

女
子
バ
レ
ー
出
雲
地
区
大
会

（
３
／
21
、
出
雲
農
林
高
校
）

▽
予
選
リ
ー
グ

三
刀
屋
０
‐
②
大
社

（
新
人
戦
優
勝
校
）

三
刀
屋
②
‐
０
出
雲
農
林

４
月
は
中
国
大
会
県
予
選

高
体
連
加
盟
の
体
育
部
は
競

技
に
よ
っ
て
若
干
異
な
り
ま
す

が
、
お
お
む
ね
４
月
に
は
「
中

国
大
会
県
予
選
」
、
５
月
末
か

ら
６
月
初
め
に
か
け
て
は
県
大

会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
言
え

る
「
県
高
校
総
合
体
育
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
団
体
・
個
人
優

勝
者
等
は
夏
の
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
＝
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
出
場
し
ま
す
（
陸
上
競
技

等
は
、
県
総
体
後
の
中
国
大
会

の
結
果
に
よ
っ
て
全
国
総
体
出

場
権
を
獲
得
）
。
秋
か
ら
冬
に

か
け
て
は
国
体
、
新
人
戦
、
そ

し
て
全
国
選
抜
大
会
出
場
を
か

け
た
県
ま
た
は
中
国
地
区
予
選

等
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

高
体
連
と
は
別
組
織
の
高
野

連
に
加
盟
す
る
野
球
部
は
、
４

月
に
春
の
中
国
大
会
に
つ
な
が

る
地
区
・
県
予
選
、
７
月
に
は

夏
の
甲
子
園
大
会
に
つ
な
が
る

県
予
選
、
秋
に
は
、
年
度
末
に

開
催
さ
れ
る
全
国
選
抜
大
会
に

つ
な
が
る
県
・
中
国
地
区
予
選

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

（５）94号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）4月17日(金)

▽
２
位
リ
ー
グ

<

準
決
勝>

三
刀
屋
②
‐
０
出
雲
西

<

決
勝>

三
刀
屋
②
‐
０
松
江
市
立
女
子

※
２
位
リ
ー
グ
第
１
位

奨
励
賞
（

周
藤
教
諭
／
美
術

）

ひ
そ
か
に
頑
張
る
教
員
の
姿
も
伝
え
ま
す

第
12
回
春
季
二
紀
展

（
３
／
10
～
18
、
東
京
都
美
術
館
）

【
作
品
「
孤
高
の
人
」
紹
介
】

「
空
を
見
上
げ
る
と
き
」
は
、
ど
ん

な
と
き
で
す
か
？

う
れ
し
い
時
？
楽
し
い
と
き
？
悲
し
い

と
き
？
苦
し
い
と
き
？

…

見
た
人
の
気
持
ち
で
印
象
が
変
わ
る
作

品
。
あ
る
時
は
、
希
望
に
満
ち
て
い
る

作
品
。
あ
る
時
は
、
悲
し
い
作
品
。

普
段
は
見
過
ご
さ
れ
て
い
て
も
、
あ
る

日
、
目
に
留
ま
る
。
そ
し
て
立
ち
止
ま
っ

た
時
、
何
か
語
り
合
え
る
存
在
で
あ
っ

て
欲
し
い
。

「孤高の人」

「Two Watchers」

第12回春季二紀展
奨励賞

第68回二紀展
準会員優賞

メモ



※5月9日（土）午後のＰＴＡ総会にご出席を賜りますよう

お願い申し上げます。生徒の皆さんは登校日です。

保護者の皆様へ

お願いします
年度初めにアドレス再登録を

PTA総会

日 曜 学校行事等 生徒会＆部活等

２０ 月

２１ 火
内科（３年３クラス）
７限授業
第１回ＰＴＡ評議員会

２２ 水 内科検診（2年生3クラス) S.C来校日

２３ 木
１年ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ

（三瓶）

２４ 金 ｿﾌﾄﾃﾆｽ 卓球

２５ 土 柔道・陸上・野球

２６ 日

２７ 月
遠足（２・３年）
１年代休

２８ 火 第１回ＰＴＡ進路指導委員会

２９ 水 昭和の日

３０ 木
３年進記述模試
３年就職・公務員ガイダンス

日 曜 学校行事等 部活等

１ 金 試験発表 3年進研記述・就職公務員模試 尿検査② 閉寮

２ 土 陸上

３ 日 憲法記念日 野球

４ 月 みどりの日

５ 火 こどもの日

６ 水 振替休日 開寮

７ 木

８ 金 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

９ 土
出校日 PTA総会 第1回PTA生活指導委員会兼PTA人権・同
和教育推進委員会 寮生保護者会

１０ 日 学校開放

１１ 月 中間試験１日目(2、3年)（1年生は午前中授業）

１２ 火 中間試験２日目

１３ 水 5月9日の代休日 学校開放

１４ 木 中間試験３日目

１５ 金 中間試験最終日

■島根県育英会高等学校奨学資金
高等学校（特別支援学校の高等部本科含む）・高等専門学

校・専修学校高等課程に在学する県内出身生徒を対象とした

制度です。母子・寡婦福祉資金等との併用はできません。申

し込みは学校を通じて行います。後日、希望生徒を対象に説

明会を実施します。（全学年対象。新入生で予約済みの皆さ

んは除きます。）

●募集期間（後日ご案内しますが、5月上旬までの予定です)

●貸与額（無利子）

国公立 自宅通学 …18,000円／月

自宅外通学…23,000円／月

私立 説明省略

■高校生総合保障制度（任意加入）
2、3年生の皆さんの中にも契約内容や、加入し

ていること自体を忘れている人はいませんか？
島根県高等学校ＰＴＡ連合会(高Ｐ連)が推薦する制度です

が、あくまでも加入は任意です。また、加入後の保険金支払

請求は加入者個人の責任で行っていただきます。未請求のま

まであることを学校が通知することはありませんのでご注意

ください。（制度に加入していることを忘れて、支払請求を

忘れている方はいらっしゃいませんか。過去2年まで遡って請

求できます。高校卒業後の請求も可能です。）

このコーナーの内容

についてのお問い合わ
せは、総務部までお願

いします。

※ 傷害や賠償等メインの補償は学校の内外を問わず、24時

間補償です。学校管理下外の事故も補償の対象となります。

また、独立行政法人日本スポーツ振興センターの補償（授業

中や部活の怪我などで、保健室を通じて申請）と重複してお

支払いできます。

平成27年度１学期中間試験までの行事予定
行事の名称等は一部略記させていただきます。

午後

2015年（平成27年）4月17日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第94号（６）

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
大
雪
・
大
雨
等
に
よ
る
緊
急

の
連
絡
を
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
メ
ー
ル
を
使
っ
て
学
校
か

ら
生
徒
、
保
護
者
の
皆
様
に
お
伝
え

す
る
も
の
で
す
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
・
利
用

方
法
に
つ
い
て
は
、
別
途
配
布
し
ま

し
た
保
護
者
宛
て
文
書
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
便
り

は
学
校
関
係
者
以
外
の
不
特
定
多
数

の
方
も
閲
覧
可
能
な
た
め
、
登
録
・

利
用
方
法
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
学
校
か
ら
の
文
書
で
ご
確

認
い
た
だ
き
、
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
高
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。)

登
録
さ
れ
た
ア
ド
レ
ス
は
個
人
情

報
と
し
て
管
理
し
、
学
校
か
ら
の
メ
ー

ル
配
信
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

登
録
は
任
意
で
あ
り
、
強
制
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
来
る
だ

け
多
く
の
皆
様
の
登
録
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
別
途
文
書
で
ご
案
内
し
ま
し
た
『
三

高
メ
ー
ル
』
へ
の
登
録
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

業
者
の
助
言
も
あ
り
自
動
更
新
は
し
ま
せ
ん
。
昨
年
す
で
に

登
録
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
、
再
度
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

緊急連絡用の『三高メール』



▼
大
塚

昭

お
お
つ
か

あ
き
ら

①
事
務
長

②
前
任
地

浜
田
養
護
学
校

③
出
身
地

出
雲
市
下
古
志
町

④
趣
味
・
特
技

安
全
運
転

▼
長
岡

将
司

な
が
お
か

ま
さ
し

①
教
科

地
歴
公
民(

地
理)

②
前
任
地

新
卒

③
出
身
地

出
雲
市
大
塚
町

④
趣
味
・
特
技

広
島
カ
ー
プ
の

試
合
観
戦

▽
新
入
生
の
保
護
者
の
皆
様
、
お

子
様
の
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
学
校
だ
よ

り
『
蒼
雲
』
は
原
則
毎
月
一

回
、
年
長
の
お
子
様
を
通
じ

て
保
護
者
の
皆
様
に
も
お
届

け
し
ま
す
。
各
種
便
り
と
あ

わ
せ
て
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。
▽
印
刷
業
者
へ
の
出
稿

か
ら
発
行
ま
で
は
約
１
週
間

を
要
し
ま
す
。
今
号
は
４
月

17
日
付
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

記
事
内
容
は
先
週
分
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。（

編
集
長
記
）

編
集

後
記

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

▼
河
野

哲
典

こ
う
の

あ
き
の
り

①
教
科

理
科
（
化
学
）

②
前
任
地

矢
上
高
校

③
出
身
地

滋
賀
県
彦
根
市

④
趣
味
・
特
技

読
書

▼
細
木

竜
次

ほ
そ
ぎ

り
ゅ
う
じ

①
教
科

保
健
体
育
（
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
）

②
前
任
地

矢
上
高
校

③
出
身
地

雲
南
市
三
刀
屋
町

④
趣
味
・
特
技

広
島
カ
ー
プ
の

試
合
観
戦

▼
今
田

寿
夫

い
ま
だ

ひ
さ
お

①
教
科

英
語

②
前
任
地

教
育
セ
ン
タ
ー

③
出
身
地

江
津
市
和
木
町

④
趣
味
・
特
技

子
ど
も
と
遊
ぶ

こ
と

▼
岸
本

美
帆

き
し
も
と

み

ほ

①
教
科

英
語

②
前
任
地

三
刀
屋
高
校

③
出
身
地

松
江
市
法
吉
町

④
趣
味
・
特
技

茶
道
（
裏
千
家
）

▼
大
島

正
道

お
お
し
ま

ま
さ
み
ち

①
事
務
部

②
前
任
地

浜
田
県
土
整
備
事
務
所

③
出
身
地

出
雲
市
平
田
町

④
趣
味
・
特
技

ド
ラ
イ
ブ

▼
三
原

麗
子

み
は
ら

れ
い
こ

①
事
務
部

②
前
任
地

東
部
県
民
セ
ン
タ
ー

③
出
身
地

出
雲
市
湖
陵
町

④
趣
味
・
特
技

映
画
鑑
賞

な
お
、
英
語
科
の
川
谷
毅
教
諭

は
教
育
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
の
た

め
今
年
度
は
不
在
と
な
り
、
育
休

後
の
多
岐
あ
ゆ
み
実
習
教
員
が
現

場
に
復
帰
し
ま
す
。

転
出
の
教
職
員
が
12
名
に
対
し
、

転
入
者
が
少
な
い
の
は
生
徒
募
集

定
員
減
（
学
級
減
）
の
た
め
で
あ

り
、
来
年
度
・
再
来
年
度
も
数
名

ず
つ
の
教
員
減
が
続
き
ま
す
。

教科等 氏名 異動先等

地歴公民

高木 徹也 教育庁
人権同和教育課

森脇 聡美 邇摩高

陶山 晋太郎 大田高

数 学 門脇 勤 江津高

理 科
黒崎 紅 情報科学高

小川 俊輔 松江市立女子高

保健体育 目次 寿明 定年退職
安来高

英 語 石川 朝美 退職

事 務

権藤 敏朗 松江東高

藤井 洋 浜田高

吾郷 裕子 隠岐支庁県民局

福田 美由紀
島根県運転免許
センター

平成26年度末人事異動（転出者）
― お世話になりました ―

「
走
る
恩
ち
ゃ
ん
」
（
御
存
じ

無
い
方
は
、
本
紙
昨
年
４
月
発
行

の
第
83
号
８
面
を
学
校
Ｈ
Ｐ
で
ご

覧
く
だ
さ
い
）
が
三
高
に
入
学
し

た
昭
和
47
年
、
当
時
の
飯
石
郡
三

刀
屋
町
古
城
の
細
木
家
に
元
気
な

次
男
坊
が
誕
生
し
、
竜
次
と
名
付

け
ら
れ
た
。

そ
れ
か
ら
十
数
年
後
、
三
刀
屋

高
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

は
平
成
２
年
の
県
総
体
で
３
連
覇

４
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
、
夏
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
初
戦
突
破
は

な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
強
豪
埼

玉
栄
高
校
に
３
点
差
の
接
戦
を
演

じ
た
。
そ
の
３
年
間
の
黄
金
時
代

を
牽
引
し
た
一
人
が
細
木
竜
次
君

だ
っ
た
。
身
長
１
８
７
㎝
、
前
後

の
学
年
も
含
め
て
チ
ー
ム
メ
イ
ト

に
は
上
背
の
あ
る
選
手
が
多
か
っ

た
こ
と
も

あ
っ
て
周

囲
の
期
待

は
大
き
く
、

「
三
高
こ

こ
に
あ
り
」

と
期
待
に

応
え
る
快

進
撃
を
続

け
た
。

高
校
卒
業
か
ら
20
年
以
上
が
経

ち
、
近
年
は
邑
智
郡
邑
南
町
で
仕

事
を
し
て
い
る
と
の
噂
を
伝
え
聞

い
た
が
、
今
君
は
ど
こ
に
？

…

と
噂
し
て
い
た
ら
、
三
刀
屋
高
校

の
職
員
室
の
片
隅
に
い
る
の
は
、

あ
れ
っ
？
…
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

細
木
竜
次
さ
ん
で
す
か
？
目
線
の

高
さ
が
合
わ
な
く
て
気
付
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
失
礼
し
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

前
任
の
目
次
監
督
が
後
任
の
三

高
Ｏ
Ｂ
監
督
の
赴
任
に
喜
び
、
体

育
館
入
口
に
当
時
の
写
真
を
掲
げ

て
い
き
ま
し
た
。
今
よ
り
イ
ケ
メ

ン
の
細
木
少
年
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

三高91年物語
さ ん こ う

92年目に入りました

第11回 ﾚｼﾞｪﾝﾄﾞ ｵﾌﾞ三高ＯＢ②

男子バスケ進撃の巨人凱旋
―平成新時代を飾った三連覇―

・

８日の着任式（コラージュ）

高校４３期の細木竜次君

▼
ゴ
ミ
は
学
校
で
焼
却
し
て
い

た
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
大
き
な

問
題
と
な
る
前
の
時
代
。

▼
ま
だ
男
女
別
名
簿
だ
っ
た
。

▼
女
子
生
徒
の
制
服
が
今
と
違

い
、
リ
ボ
ン
も
な
か
っ
た
。

▼
「
家
庭
科
」
の
履
修
は
女
子

生
徒
の
み
。

▼
「
社
会
科
」
の
時
代
。
必
修

科
目
は
世
界
史
で
は
な
か
っ
た
。

▼
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代

が
高
校
に
進
学
す
る
頃
で
、
１

学
級
45
人
定
員
、
全
学
年
が
６

ク
ラ
ス
と
な
っ
た
平
成
２
年
度

の
全
校
生
徒
数
は
８
０
２
名
。

▼
共
通
一
次
試
験
に
代
わ
っ
て
、

平
成
２
年
１
月
実
施
よ
り
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
と
な
っ
た
。

細
木
少
年
が
在
学
し
て
い
た
頃

写真は卒業アルバムより

君は今どこに？

新
任
教
職
員

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

（
写
真
左
か
ら
）

（７）第94号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）4月17日(金)



松
江
藩
主
堀
尾
家
が
三
代
で

絶
え
る
と
、
代
わ
っ
て
若
狭
国

小
浜
（
現
在
は
オ
バ
マ
大
統
領

を
応
援
す
る
町
で
有
名
）
か
ら

松
江
城
の
主
と
な
っ
た
の
が

京
極
若
狭
守
忠
高
だ
っ
た
。
し

き
ょ
う
ご
く
わ

か

さ

の

か

み
た

だ

た

か

か
し
、
忠
高
も
世
継
ぎ(

子
ど
も)

の
な
い
ま
ま
没
し
た
た
め
に
わ

ず
か
一
代
限
り
三
年
間
（
１
６

３
４
～
１
６
３
７
年
）
の
松
江

藩
主
だ
っ
た
が
、
近
年
、
普
請

上
手
の
忠
高
の
手
腕
が
再
評
価

さ
れ
つ
つ
あ
る
。

奥
出
雲
を
源
流
と
す
る
斐
伊

川
や
伯
太
川
は
、
砂
鉄
採
集
の

た
め
の
鉄
穴
流
し
が
行
わ
れ
た

た
め
川
床
が
上
昇
し
て
一
層
の

暴
れ
川
と
な
っ
た
。
そ
の
水
害

を
防
ぐ
た
め
、
寛
永
12
年(

１
６

３
５)

に
松
江
藩
主
京
極
若
狭
守

が
大
き
な
堤
防
を
築
い
た
の
が

三
か
所
の
「
若
狭
土
手
」
だ
。

ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
忠
高
の

時
代
に
築
い
た
土
手
か
正
確
に

は
分
か
ら
な
い
が
、
若
狭
国
か

ら
赴
任
し
た
新
藩
主
の
治
水
事

業
の
足
跡
を
、
地
元
住
民
が

「
若
狭
土
手
」
と
呼
ん
で
後
世

に
伝
え
、
感
謝
し
て
き
た
こ
と

に
間
違
い
は
な
い
。

三
か
所
の
若
狭
土
手
の
う
ち

安
来
市
大
塚
町
は
ゲ
ゲ
ゲ
の
女

房
の
実
家
が
あ
る
町
と
し
て
有

名
に
な
っ
た
が
、
そ
の
実
家
裏

を
流
れ
る
伯
太
川
は
、
大
塚
の

町
並
み
か
ら
は
見
上
げ
る
ほ
ど

の
高
い
堤
防(

土
手)

が
築
か
れ

て
い
る
。
先
人
の
偉
業
を
称
え

よ
う
と
、
伯
太
町
の
交
流
セ
ン

タ
ー
に
「
わ
か
さ
会
館
」
と
名

付
け
て
京
極
若
狭
守
忠
高
の
名

を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
近
年
は
、
地
元
高
校
生
が

若
狭
土
手
を
紹
介
す
る
紙
芝
居

を
作
っ
て
大
塚
公
民
館
に
寄
贈

し
た
と
い
う
。

木
次
の
旧
市
街
地
か
ら
見
上

げ
る
桜
の
斐
伊
川
土
手
も
三
か

所
の
若
狭
土
手
の
一
つ
だ
。
何

度
も
補
強
さ
れ
、
現
在
の
土
手

は
１
，
３
０
０
本
の
桜
で
も
有

名
と
な
っ
た
。

木
次
は
１
６
４
９
年
、
松
江

藩
に
よ
り
出
雲
国
唯
一
の
紙
座

が
開
設
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て

人
馬
の
往
来
が
盛
ん
と
な
っ
て

在
郷
町
と
し
て
発
展
し
た
。
紙

市
は
３
の
日
と
８
の
日
の
毎
月

６
回
開
か
れ
、
雲
南
三
郡
お
よ

び
出
雲
各
地
か
ら
の
紙
が
集
ま
っ

た
。
木
次
町
中
心
部
の
八
日
市
・

三
日
市
の
地
名
の
起
源
だ
。
幕

末
頃
か
ら
は
、
奥
出
雲
産
の
鉄

を
材
料
と
し
た
木
次
千
歯
の
製

造
が
始
ま
り
、
脱
穀
能
力
が
よ

か
っ
た
の
で
、
製
紙
と
並
ん
で

江
戸
期
か
ら
明
治
前
半
期
に
か

け
て
木
次
の
重
要
産
業
と
な
り
、

大
阪
・
長
崎
・
新
潟
・
中
国
地

方
各
地
に
出
荷
さ
れ
た
。

斐
伊
川

物
語
第
10
回

「
桜
並
木
の
斐
伊
川
土
手
と
木
次
」

今昔

チューリップの里としても

知られる安来市伯太町の交流
センターは、公募によって

「伯太わかさ会館」の愛称が
付けられた。「わかさ（若狭）」

とは福井県南部の旧国名だが、
いったい何故そんな愛称に？

伯太町の「わかさ会館」

木次町三日市の斐伊川土手を潜水橋を挟んで対岸からのぞむ(4/2)。錦織良成監督作品の
「うん、何？」では、潜水橋は目を閉じて渡ると想いが叶う「願い橋」として登場する。

三高ＯＢでもある恩田校長が生徒に送るエール

点描

受付や来賓控室等には華

道部の作品が飾られました。

三高の入学式や卒業式には欠かせない凛とした琴の調べ。

三高の各種行事を彩る吹奏楽部の演奏

わ か さ ど て

■斐伊川木次土手

■斐伊川武志土手

■伯太川大塚土手

錦
織
良
成
監
督
映
画
『
た
た
ら
侍
』
を
勝
手
に
応
援
す
る
シ
リ
ー
ズ

2015年（平成27年）4月17日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第94号（８）



※ 島根県東部の全市町
と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

地域とともに

シリーズ

地域でつなぐキャリア教育モデル事業実践校

第11回

地域に支えられ、昨年は創立90周年を迎えた

三刀屋高等学校。シリーズ「地域とともに」で

は、地域とつながる三高の今を伝えます。保護

者・卒業生、地域の皆様からの情報提供もお願

いしながら本紙の中核記事の一つとし、みんな

で創る「学校だより」をめざします。

地域とつながる三高の

（
３
／
15
～
25
、

三
刀
屋
郵
便
局
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

昨
年
に
続
き

岡
山
で
招
待
公
演

春
休
み
前
の
３
月
21
日
か
ら

の
２
日
間
は
、
岡
山
県
久
米
南

町
の
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
岡
山
県
高
校
演
劇
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
岡
山
県
高
校
演

劇
協
議
会
主
催
）
に
出
演
し
た
。

岡
山
県
内
の
高
校
12
校
が
参

加
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
、
昨
年
に

続
い
て
招
待
さ
れ
た
も
の
で
、

創
作
の
『
羽
と
心
臓
と
鎧
』
を

部
員
10
名
で
上
演
し
た
。
２
日

間
の
舞
台
は
、
本
校
生
に
と
っ

て
も
刺
激
の
あ
る
勉
強
の
場
と

な
っ
た
。

昨
年
度
３
年
美
術
選
択
者

雲南市桜まつりのメインイベントが開催された今月４日

(土)、５日(日)の両日はＪＲ木次駅前から商店街にかけて多

彩なプログラムが準備され、本校生徒も発表やボランティア

に多数が参加して地域のビッグイベントを盛り上げた。

吹
奏
楽

コ
ラ
ボ
で
躍
動
!!

の
文
化
部
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

今
年
で
17
回
目
と
な
る
文

化
部
合
同
展
が
今
月
３
日
か

ら
５
日
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
木
次
駅

前
の
「
チ
ェ
リ
バ
・
ホ
ー
ル
」

１
階
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

書

道

部

写

真

部

美

術

部

放

送

部

協
働
・
共
演
・
交
流

2015

三刀屋高校文化部合同展
＆近隣中学校合同作品展

４
／
３
～
５
、

雲
南
市
木
次
町

チ
ェ
リ
バ
ホ
ー
ル

合
同
展
に
は
本
校
か
ら
美
術
部
、

書
道
部
、
写
真
部
、
放
送
部
の
四

つ
の
部
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
ほ

か
、
雲
南
市
内
各
中
学
校
生
徒
の

美
術
作
品
多
数
も
あ
わ
せ
て
展
示

さ
れ
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。

木
次
町
文
化
協
会
芸
能
発
表
会

桜
ま
つ
り
に
協
賛
し
て
木
次
町

文
化
協
会
傘
下
の
芸
能
部
会
員
の

発
表
会
が
チ
ェ
リ
バ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
本
校
筝
曲
部
員
５
名
は

講
師
の
日
之
蔵
智
子
先
生
が
主
宰

す
る
「
雲
南
ひ
の
く
ら
会
」
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

出
演
。
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」
を
演
奏
し

た
。

三高生200名以上が地域イベントを盛り上げた

（
３
／
21
～
22
、

岡
山
県
久
米
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー
）

筝曲部
４／５

チェリバホール

演
劇
部
は
商
店
街
の
古
民
家
を

利
用
し
て
三
部
構
成
の
創
作
劇

『
桜
の
頃
の
付
喪
神
』
を
披
露
。

つ
く
も
が
み

こ
の
う
ち
第
二
部
で
は
、
観
客
参

加
の
か
く
れ
ん
ぼ
シ
ー
ン
を
盛
り

込
む
独
創
的
舞
台
に
入
場
待
ち
の

行
列
が
で
き
て
い
た
。

な
お
、
チ
ェ
リ
バ
ホ
ー
ル
で
の

御
存
じ
「
３
６
５
日
公
演
」
で
は
、

今
月
21
日
（
火
）
か
ら
の
４
日
間
、

三
高
演
劇
部
が
再
び
登
場
す
る
。

部長の佐藤さんも

しい活躍でした

演

劇

部

校
内
行
事
だ
け
で
な
く
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
三
高
サ
ウ
ン
ド
は
地

域
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
。
役
者
も
そ
ろ
い
、
Ｊ
Ｒ
木
次

駅
前
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
観
客
を
魅

了
す
る
演
奏
が
続
い
た
。
準
備
は

大
変
だ
ろ
う
が
、
今
年
度
も
学
校

内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
も
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

写真は昨年の県大会での上演のようす

古民家での『桜の頃の付喪神』上演

(例)

チェリバホール入り口での中高合同作品展

（９）第94号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）4月17日(金)
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ダ
ブ
ル
一
面

上
の
写
真
の
右
の
建
物
は
雲
南
市
吉
田
町
の
菅
谷
高
殿
。
２

年
か
け
た
保
存
修
理
工
事
で
栗
材
13
万
５
千
枚
を
使
っ
た
屋
根

な
ど
往
時
の
姿
が
復
元
さ
れ
、
昨
年
末
に
再
オ
ー
プ
ン
し
た
。

そ
の
前
に
立
つ
の
は
、
３
月
末
に
真
っ
赤
に
燃
え
る
よ
う
に
芽

吹
い
た
桂
の
木
。
一
年
で
３
日
間
ほ
ど
し
か
見
ら
れ
な
い
姿
は
、

桜
と
と
も
に
雲
南
に
本
格
的
な
春
の
到
来
を
告
げ
る
。

桜まつりの準備から本番まで５部門に、 三高生は総勢
39名が参加！（うんなん若者チャレンジプロジェクト）「若チャレ」

雲南市桜まつりメインイベ

ントの4/4(土)、5(日)のJR

木次駅周辺では、文化部も

展示や発表に大忙しでした。

桜のツリーハウス絵付けに卒業生を含めて約100名が参加

＋プラス

美術15名、写真9名、書道5名、演劇12名、筝曲5名、放送2名

吹奏楽17名、ボランティア9名

実際には、統計には表れない活動にも多くの三高生の姿がありました。

サクラも笑顔も満開！

祭を支え、祭を楽しみ楽しませ、これまでと違う祭と地域が見えたのでは？↑写真は手作りの缶バッジ

※200名以上が地域イベント
を盛り上げました

2015年（平成27年）4月17日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第94号（１）


